


要約:慢性肺障害の長期ケアーに際しては呼吸管理あるいは酸素投与の必要性がなくなっ

た後も、定期的に酸素化の状態を評価する必要がある。酸素化の評価は安静睡眠時のみな

らず、哺乳中、退院後の発熱などの一般的な小児疾患、あるいは毛細気管支炎などを併発

した際の酸素化の状態を知ることは重要である。そこで退院目前あるいは退院後の超未熟

児の小児科外来受診時(発熱などを主訴とした)に PO によって動脈血酸素飽和度(Sp02)を

記録し非侵襲的に酸素化の評価を行った。哺乳時に稀に Sp02 記録は低下することがあった

が、一般的には哺乳中も酸素化の状態は非常に安定していた。外来受診時の Sp02モニター

によって微妙な低酸素血症をスクリーニングしたが、まだ症状数が少ないものの Sp02 値は

90%を越え安定していた。今後さらに症例数を増やし慢性期の超未熟児出生の乳児の様々な

状態における酸素化の評価が必要と思われる。 


